
※１ 四捨五入の関係から合計が一致しない場合があります。

出典：オール東京６２市区町村共同事業みどり東京・温暖化防止 
プロジェクト「特別区の温室効果ガス排出量」 

＜二酸化炭素排出量の部門別推移＞ 

区全域における温室効果ガスの排出抑制に向けた施策を定めた「目黒区地球温暖化対策地域推

進計画」の計画期間は、２０１２ 平成２４ 年度に満了するところを、２０１３ 平成２５ 年度ま

で延伸しました。

国における地球温暖化に関する動向等を踏まえ、区においても、中長期を見据えた地球温暖

化対策を推進する必要があり、グローカル な視点から「目黒区地球温暖化対策地域推進計画」を

見直し、区民、事業者、区民活動団体、区等の多様な主体が、互いに連携・協力できる仕組づ

くりが求められています。

現在の状況を把握し、取組みを分かりやすく見える形で情報発信することで、各主体に求め

られる行動が明確になり、これまで以上に住環境整備やライフスタイルの変革が図られ、低炭

素社会の実現が可能となります。

地球温暖化対策は地球規模の問題ですが、区における取組みを未来に広がる低炭素社会づく

りの基準となるような施策展開を推進していきます。

● 温室効果ガス排出量の現状と

二酸化炭素排出量の部門別割合
２０１１ 平成２３ 年度の目黒区内の温室効

果ガス排出量は１１６０千ｔ ２ で、平

成２年度比で１５０％増となっています。

２０１１ 平成２３ 年度の二酸化炭素排出量

は１１１８千ｔ ２ で、部門別に見ると、

民生部門（家庭・業務）と運輸部門（自動車）

の割合が９割を占めています。

● 目黒区地球温暖化対策地域推

進計画の推進
２００８ 平成２０ 年３月に策定した「目黒

区地球温暖化対策地域推進計画」（以下「計画」）

では、二酸化炭素排出量の削減に関し、目標

を定め、区民、事業者、区が一体となって削減

目標達成に向けた取組みを、「目黒区地球温暖化対策地域協議会」（以下「協議会」）とともに推進し

てきました。

２０１３ 平成２５ 年度は、計画改定を行ったため、協議会を５回開催（５月、７月、１０月、

１１月、２月）しました。また、次の事業を行いました。

                                                   
グローカル：「グローバル（世界的）」と「ローカル（地域的）」を掛け合わせた混成語です。「地球規模で考えながら自分の地域で活

動する」ことの重要性を端的に表す言葉としても使われます。

① 二酸化炭素排出量の総量目標：２００４（平成１６）年度を基準とし、区全域で毎年度１％以上削減を進め、計画の最終年度

２０１３ 平成２５年度 において５％以上削減します。

② 二酸化炭素排出量の部門別目標：家庭、事業所、自動車の３部門それぞれが、計画の最終年度（２０１３ 平成２５ 年度）におい

て５％以上削減します。

エコプラザ事業：目黒区エコプラザ条例第１条に表記される環境負荷に関する普及啓発と区民等の自主的活動の支援を行うために、

第３条に表記している事業。講座等の実施、図書・資料等の貸出、不用品の再生・販売、区民の活動支援、エコプラザ施設の貸出しな

どを行っています。

３ 地球温暖化対策の推進 （本編Ｐ５７～５９）

① 太陽光発電システム、家庭用燃料電池システム、ＣＯ

冷媒ヒートポンプ給湯器の導入支援

② 「めぐろエコの森」の維持管理

月から 月の間に 回下草刈りを実施しました。

③ 地球温暖化対策啓発事業

地球温暖化防止月間に、区報やホームページ、冊子など

による啓発を行いました。

④ エコドライブ教習会

 

⑤ 省エネナビモニター事業

２００８ 平成２０ 年度から実施している同事業

は、２０１２ 平成２４ 年度からエコプラザ事業

として実施しました。

⑥ 出張説明会の開催

「目黒区環境基本計画」や「めぐろグリーンアクショ

ンプログラム（事業所版）」について説明しました。

 

Ｈ２ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３

民生部門（家庭） 民生部門（業務）

運輸部門（自動車） その他部門

（ ）

（年度）

 

 
目黒区の環境マネジメントシステムである「目黒区地球温暖化対策推進実行計画（めぐろエコ・

プラン）」における２０１３平成２５ 年度の取組み実績と、取組みに対する評価について報告します。

 
 

区有施設のすべてを対象として、低炭素社会実現に向けた総合的な温室効果ガスの削減と循環型

社会実現に向けたエネルギー使用量の削減やごみの減量等環境負荷の低減の取組みを進めました。

● 温室効果ガス（二酸化炭素）排出量の削減

温室効果ガスの排出量は、２００５ 平成１７

年度を基準とし、２０１３ 平成２５ 年度におい

て６％以上削減することを目標に掲げています。

２０１３ 平成２５ 年度の総排出量は１９４８３

ｔ であり、対２０１２ 平成２４ 年度比で

＋１２％、対基準年度比では－９７％で目標を達

成することができました。

排出源別に見ると、電気（６４７％）、次いで都

市ガス（３０８％）となっており、上位２項目で

９５％を占めています。このことから、温室効果ガ

スの排出量の削減には、電気・ガスの使用量を削減

することが重要であるといえます。

● 環境負荷の低減に向けた取組み

環境負荷低減に向けて、前年度以下の量に減らす

ことを目標に、ごみの排出量と紙の使用量削減に取り組んでいます。２０１３ 平成２５ 年度は、

２０１２ 平成２４ 年度と比較すると、ごみの排出量と紙の使用量は減少し、目標を達成すること

ができました。

 

 
 
 

 

区民と学識経験者からなる第三者評価委員会が、めぐろエコ・プランの２０１３ 平成２５ 年度

取組み結果について評価しました。評価結果を踏まえ、今後も環境負荷の低減に努めていきます。

 
 

区分
２０１２

平成２４ 年度

２０１３

平成２５ 年度
対前年度比

排出量 １２６８ １１７４ －７％

内
訳

燃やす
ごみ

１０７７ １００３ －７％

燃やさな
いごみ

１６６ １４８ －１１％

資源 ２５ ２３ －８％

第４章 目黒区環境マネジメントシステムの取組み

（本編Ｐ６０～６４）

２０１３ 平成２５ 年度の取組みに対する評価

２０１３ 平成２５ 年度の取組み結果

全般的には、温室効果ガス排出量削減とそれに向けた取組みは優れている。この取組みを今後も継

続し、温室効果ガス排出量を増加させないように努めていくことが大切である。

〔 評価結果 〕

 

区分

２００５

平成１７

年度

（基準年）

２０１３

平成２５

年度 構成割合

総排出量 ２１５６６ １９４８３ １００

内

訳

電気 １３８８０ １２６０７ ６４７

都市ガス ６７２７ ５９９２ ３０８

水道 １４５ １５５ ０８

下水道 ３９８ ４１６ ２１

化石燃料 ３９４ ２９３ １５

その他 ２２ １９ ０１

化石燃料：ガソリン、 、 、軽油、灯油、重油な
ど その他：自動車走行距離などから算出したメタンや
一酸化二窒素を二酸化炭素に換算。
各区分の数値は、四捨五入しているため、合計と異なる
ことがある。算出にあたっては、東京都地球温暖化対策
指針（２００５ 平成１７ 年４月１日）による排出係数を
使用した。

 

 
区分

２０１２

平成２４ 年度

２０１３

平成２５ 年度
対前年度比

用紙の購入量 ４４２９ ４２１７ －５％

外注印刷物 ５２３２ ５２１１ ％

４サイズに換算 

＜ごみの排出量＞ （単位：ｔ） ＜紙の使用量＞ （単位：万枚）

＜二酸化炭素排出量の内訳＞ （単位： ）


